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   第１１回通常総会を５月２７日に開催 
会場は鴻の巣会館、記念講演も開催 ぜひご参加を！ 

 今年度の総会を５月２７日（土）に開催します。新型コロナウィルス（ＣＯＶＩＤ－19）の流

行は下火となり、８日にはインフルエンザと同じ５類となりました。しかし、ウイルスが消えた

わけではなく、まだ気を付けなければなりませんが、私たちの活動も日常を取り戻していきたい

と思っています。 

今年は諸般の状況に留意しつつ記念講演の開催など以前の様な形で総会を開催します。昨年度

は３回目のＬＥＤ無料交換会を実施、目標を達成しました。また、１２基目となるパネルの設置

も出来ました。今後の取り組みなどを論議していきたいと思います。 

みなさんのご参加をお待ちしております。 開催日程等は次の通りです。 

 日時   ５月２７日（土）午後２時～４時  

場所   鴻の巣会館 第 2会議室   

記念講演 「京都０円ソーラーってなに？」 

講師      井上 和彦 さん（京都市環境保全活動推進協会 企画広報室室長) 

          災害時の停電や電気代の高騰に備えてのパネル設置、０円システムのもう一つの形

を説明して頂きます。０円ソーラーを進めている京都市環境保全活動推進協会の方

のお話です。お子さんやお孫さんにもお伝えください。 

                   鴻巣会館 

・城陽市寺田水度坂 130 ☎0774-52-0826   

        （昨年度と同じ会場です） 

 

         ○鴻の巣会館         ＪＲ城陽駅から徒歩 5分 

近鉄寺田駅から徒歩 11分 

 議題 ２０２２(r04)年度の主な活動及び決算 

２０２３(r05)年度の活動及び予算 

    役員改選   

その他 

＊ 総会の詳しい内容は同封しています議案書をご覧ください。 

＊ 正会員の方には委任状を同封しております。どうしてもご参加いただけない場

合は委任状での参加をお願いいたします。 

＊ 新型コロナ感染の状況によりましては日程や会場の変更が生じる場合がありま

す。その折にはホームページ等でお知らせいたします。 
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 市民共同発電所１２号機目  

   京都農民会館 3月 27日に竣工式 パネルと蓄電池を設置 

地球温暖化の影響による気候変動ストップの願いは農家も同じ、伏見区深草の京都農民会館は

新築移転に際して温室効果ガスを排出しない太陽光による発電設備（13.12ｋＷ）と蓄電池（11.2

ｋＷ）を設置されることになりました。３月２７日に完成を祝う竣工式が行われ、パネルと蓄電

池・モニターなども紹介されました。 

農民会館の運営をされている(一般社団法人）京都農民会館様は私たちの運動に協賛され、発

電設備及び蓄電設備の設置を、私たちの会と協力して行うこととなりました。本会としては１２

号機目の発電設備、蓄電の設置は初めての取り組みとなります。 

設置場所 

京都市伏見区深草西浦町５丁目２１番地。京阪藤森駅に近い現在の農民会館の西隣に建設さ

れた新農民会館屋上他。 

設置されたパネルなど 

太陽光発電設備（パナソニック）１３．１２ｋＷは屋上に、蓄電池（パナソニック）１１．

２ｋＷ×２は３階に置かれています。モニターは 1階の事務所横廊下にあり常に発電量など

が見える場所に設置されています。 

 多くのみなさんのご協力で完成しました。ありがとうございました。今後、会館の電力を

まかなうだけでなく万一の際の地域のみなさん

のエネルギー供給の拠点となってくれることが

期待されています。 

 

竣工式でのメッセージ 

２７日の竣工式は新型コロナがおさまりつつ

あるとはいえ、大事をとって少人数となりまし

た。戸本理事長は新会館が 3代目になる事や「作

物をつくってこそ農民」との力強いあいさつを

されました。その中で市民発電・城陽の会の協

屋上のパネル群              力を得たことにも触れられ、期待しているとの

言葉がありました。 

市民発電・城陽の会として、京都農民会館様の屋上に設置されました太陽光パネル＝ソーラ

ーパネルは平均的な家庭 3軒分の電力を作り出す能力を持っていること、そして７２１６ｋｇ

のＣＯ₂が削減されることを述べ、私たちがお手伝いさせて頂いた市民共同発電所としては１

２番目、12機の合計の発電能力は６６．４９ｋｗとなります。また、１１．２ｋｗの蓄電池も

設置されることとなりました。こちらの方は初めての設置、記念すべき第１番目となります。 

農民会館への太陽光パネルの設置を市民共同でと

のお誘いを昨年 6月に久守様から受けまして、その後、

戸本様はじめ農民会館理事の方々と私どもの古家野

事務局長などと何度も話し合い、打合せを繰り返し今

日の日を迎えることができた。福島の人達に寄り添い、

温室効果ガスゼロをめざす積極的な取り組みの一つ

としてパネルの設置をともに喜びあいたい、とメッセ

ージを送りました。 

  3階に設置された蓄電池 

  見学会を予定しています。 

農民会館の太陽光発電設備と蓄電池などの見学会を予定しています。 

時期は会館の方と希望者で調整したいと思います。（平日の予定） 

希望される方は、事務局または役員までお知らせ下さい。 
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省エネ実践、第 3回  

ＬＥＤ電球の無料交換会、東コミで 2月 26日 

 137個の白熱球などとＬＥＤ球 109個を交換 
  

２月２６日（日）、東部コミュニティセンターを会場に第３回白熱電球とＬＥＤ電球無料交換

会を開催。交換会は、キャンセル待ち当日受付の方を合わせて目標としていた１００名を超えて

しまいましたので、予備のＬＥＤ電球も使い１１０名・１０９個（１名は交換せず）を白熱電球

等と交換できました。白熱電球は１０４個、蛍光灯は３３個あわせて１３７個を回収、昨年の青

谷コミセン、一昨年の文化パルクでの交換会合わせて２６８個の白熱電球等と１８４個のＬＥＤ

電球と交換をしています。 

 

３年間で削減できるＣＯ₂は１６．５ｔ 

今回と合わせて４０５個（白熱電球等）を２９３個のＬＥＤ電球と交換したことになります。

節電される電力量は３５３００kwh、削減できるＣＯ₂は１６．５ｔ（いずれも推定値・年）とな

ります。                                  

 今年は昨年の経験を踏まえ事前受付制としました。今回の事前申込にあたってはチラシに申込用

紙を刷り込み、切り取ればそのままはがきに貼って申し込みが出来るように工夫を行い、会場所在地で

ある寺田東部地域の世帯にシルバー人材セン

ターを通じて配布を依頼しました。このハガキに

よる申し込みが４０通ありました。広報による申し

込みは４８通あり、この二つの媒体での申込が約

７５％となっています。 

会場の広さを生かして５グループから４グ

ループにして交換時間の短縮をはかりました。

交換前にはＬＥＤ電球や地球温暖化対策など

の説明を「ミニ講演」として実施、省エネや

再エネについて学習をして頂きました。１５

分程度の短い説明ですが、うなずいておられ  

受付のコーナー         る方や質問に来られる方がおられるなど熱心

に聞いて頂けたように思います。わずかではありますが省エネ（ネガワット）や再エネの理解が

進んだのではないかと感じています。 

 

白熱球などを６０Ｗ・４０Ｗで２６口金のＬＥＤ電球と交換                                     

 交換会実施にあたっては①白熱電球及び電

球型蛍光灯（以下「白熱電球等」と言う）を１

個以上持参した人一人に付、４０ｗ又は６０

ｗ相当のＬＥＤ電球１個と無料で交換する。

②白熱電球等は使用中の物でも切れているも

のでも交換するものとする。③ＬＥＤ電球は

２６口金のものとする。④持参された白熱電

球等の返還および交換したＬＥＤ電球の再交

換には応じない。⑤交換したＬＥＤ電球に不

具合が発見された場合は、交換を受けたもの

が製造者等との対応をするものとする、など

基本的にはこれまでの要領で行っています。     交換コーナー 
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 おさまって来たとは言うものの新型コロナ感染対策として三密を避け、検温・消毒の徹底・マ

スク着用の呼びかけなどを行いました。もちろんスタッフは全員マスクを着用、随時手指等の消

毒を行い参加の方々との応対を行いました。 

 また、てくのハウスＭＡＫＩＮＯ城陽店・星和電機（株）・市民活動支援センター・ぱれっとＪＯＹＯ・エー

シック省エネ館にチラシを置く等のご協力をいただきました。          

 今回も市の後援を頂き、会場確保や広報「じょうよう」紙上で市民に知らせて頂いたことは市

民に大きく広げる力となりました。また、今回の交換会ではボランティアの方々のご協力をえて

運営を円滑に進めることができました。ご協力に感謝します。   

 

 

    

          

ドキュメンタリー映画「Wende（ヴェンデ）2 未来へのアプローチ」 

会員さんからの呼び掛けで、ドキュメンタリー映画「ヴェンデ２ 未来へのアプローチ」を有

志の方々が鑑賞しました。会場は近鉄東寺駅近くのみなみ会館。 

「ヴェンデ」とはドイツ語で「転換」の意味だそうだ。化石燃料から自然ネルギー（再生可能

エネルギー）への転換や生活スタイル転換の意味を込めたもののと説明されています。昨年公開

された「Ｗｅｎｄｅ 光と水のエネルギー」の続編になる。 

 あらすじは、 

今、温暖化対策の遅れが気象災害の激甚化を招き、地域に

よって対策は異なりますが、生活スタイルを変えていくこ

とが重要です。これを適応策といいます。それは様々な分野

に及び、地域によって異なる対応が求められています。本作

は、気候変動への適応策をテーマに、持続可能な社会を考え

ます。 

となっています。鑑賞された方に聞くと、亀岡や福知山の

市長が出演されて地球温暖化対策に熱心に取り組んでいる

様子が紹介されていることや、２０１８年に講演していた

だいた炭素埋設農法「クルベジ」（クールベジタブル 野菜

で地球を冷やせ）の取り組みが映像で取り上げられいる等、

親しみやすい映画だったとの声が寄せられています。 

 

上映時間 ９５分 

監督   高垣 博也 

＊現在は終了しています 

 

 

 

  

 

 

本会のＱＲコードです。簡単にホームページを閲覧することができます。   
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